
 
 後期の図書委員さんによるお勧め本の紹介です。図書室に来て是非読んで下さい。 

 

  

☆ 

 

「文豪ストレイドッグス 太宰治の入社試験」朝霧カフカ 

この本がお勧め本です。この話は異能力で探偵社とマフィアが対決するのです

が、登場人物は昔の文豪たちです。例えば、芥川龍之介や江戸川乱歩などが出て

きます。国語の勉強にもなります。そして、好きなキャラクターが出てくると、

この人はこんな本を書いたんだなと分かって、覚えられるし、興味を持つことが

できます。皆さんも、読んでみて下さい。 １－３ H 君 

 

☆ 

 

「ソードアートオンライン アインクラッド」川原礫 

この本は、他にはないこの本だけのゲームの中に閉じ込められてゲームをすると

いう設定です。クリアするまで脱出不可能。ゲームオーバーはつまり、死を意味す

る。そして、そのゲームの中で主人公キリトは一人で多くの死戦をくぐり抜けます。

後に共に戦うアスナと力を合わせて、ゲームクリアを目指すというはらはらする作

品です。ぜひ読んでみて下さい。アインクラッドとは、ゲームの舞台の巨大浮遊城

のことです。           １－３ M 君 

 

☆ 

 

「僕は何度でも、きみに初めての恋をする」沖田円 

 主人公は、記憶が１日でなくなってしまう男性で、高校１年の女の子と恋をす

る物語です。嫌なことを忘れることができていいのでは、と思いますが、今は忘れ

たいと思っていることでも、全て無くなってしまうということは、出会った人との

つながりもすべてが無かったことになってしまうのです。それでも恋をする二人の

物語を読んでみてはどうでしょうか？ ２０１６年に映画化されました。 

                   １－４ T 君 

☆ 

 

「世界で一番美しい「もの」のしくみ図鑑」 セオドア・グレイ 

 ラジオやロウソクなど、とても多くの機械やものの動きの仕組みが写真と共に

紹介されています。例えば、ロウソク時計は、ロウソクが燃えて、短くなることを

利用して時間を計ります。刑務所用ラジオは、中の部品が外から見えるように、透

明のケースに入っています。中にドラッグやナイフが隠せないように工夫してあ

ります。興味のあることが、たくさん紹介されていて、面白いです。ぜひ読んで下

さい。                １―２ Ｍ君 

☆ 

 

「約束のネバーランド」  七緒 

 これは、鬼の食用として自分たちが育てられていることを知った主人公たち

が、孤児院から脱走する話です。世界観がものすごく怖いので、ホラーが苦手な

人は読まない方がよいでしょう。自分を犠牲にしても、他人を助けたいレイ、孤

児院をしてママをしていたイザベラの本当の気持ちが面白かったです。主人公が

最後まで、自分の意思を貫いて生きたように、様々な困難にみまわれてもあきら

めずに頑張ってください。     ２―４ Y 君 
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☆ 

 

「きりひと讃歌 ①～③」 手塚治虫 

 モンモウ病とは、四国の山あいにある犬神沢村に起こる奇病のこと。獣のよう

に生肉を食べたくなり、やがて骨の形が変わって犬のような風貌になって、死に

至る難病である。その病原を研究していた青年医師小山内桐人は、医長の竜ヶ浦

教授の指示で、犬神沢へ赴くことに。しかしその裏には、桐人の研究に異を唱え

る竜ヶ浦教授の邪悪な企みがあった。そして遂には、桐人自身もモンモウ病に罹

患してしまう。犬の顔になってしまった桐人が辿る運命とは。外見による差別や

人間の尊厳をテーマとする重厚なストーリー。全３巻。 

  

 

 「くろねこカフェのおやつ 午後三時の蜂蜜トースト」 高橋由太 

風花は早くに両親を亡くし、両親の後を継いで、小さな葬儀場を経営している。

兄はくろねこカフェを引き継いだ。生きている間に自分の葬儀を計画するシステム

だ。老齢の中野様は身寄りのない一人暮らしで、風花はすぐに感情移入してしまう

ので、彼女の葬儀の相談中に、悲しくなって泣き出してしまい担当を変わってもら

った。その後彼女が亡くなり、希望通りの、小さいお葬式を挙げた。そして、お世

話になった人をくろねこカフェに招いてごちそうするというメニューにも申し込

みがあったらしく、その招待状は風花に届く。なぜ私なの？と思いながら兄のカフ

ェに行くと、「疲れているように見えたから、蜂蜜を使ったおやつを出してあげて

欲しい。」というリクエストだった。蜂蜜をたっぷりかけたトーストをほおばりな

がら、中野さんは遺産を家のない猫たちの世話に全額寄付されたことを知る。 

 

 

 

「午後十一時のごちそう 三ツ星ゲストハウスの夜食」行田尚希 

 

小町は３日の休みを鎌倉で過ごそうと旅に出た。ホテルに入ると、「予約ができ

ていない」と言われる。システムエラーとのことで、別のゲストハウス・アルバー

ロを手配された。夜 10;00 に到着したアルバーロでは、急にやってきた小町に迷惑

そうで。そこはオーナーと料理人の２人だけでやりくりしている不思議なホテルだ

った。食事はつかないけれど、１１時から夜食が出る。食べたいものをリクエスト

するとその通りに作ってくれる。今日の夜食は客のリクエストしたアランチーナだ

った。イタリアのライスコロッケは美味しくて、小町はたくさん食べた。そして次

の日の夜食は小町のリクエスト、今は亡き母がよく作ってくれた「元気のでるパン

ケーキ」だった。ドイツ人の母と日本人の父の交際をドイツの祖母は反対し、故郷

を捨てて日本にやってきた母。母のケーキは料理人によると、ドイツのオストフリ

ースラント地方のものだそうだ。ケーキが取り持つ人の縁。小町はおなか一杯食べ

て、またいつかここで働くために戻ってくると約束した。 

☆ 

 

「弁当屋さんのおもてなし ほかほかごはんと北海道鮭かま」喜多みどり 

 読んでいると、ほかほか弁当が食べたくなってきます。北海道への突然の転勤

と、恋人の裏切りで心底疲れていた千春。よく眠れないし、食欲もない。でもたま

たま見つけた「くま弁」の弁当屋さんに通う度に元気を取り戻していく。最初の来

店時に千春が注文したのは、からあげを意味する「ザンギ弁当」。そして、彼女が

ゆう君から受け取ったのは、鮭かま弁当と内科クリニックの地図と電話番号だ。 

これってどういうことですか？ シリーズで５冊あります。 

 


